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 レーニンは、

「我々はこれから社会主義の建設に取りかかるであろう！」（A-1）

…と宣言し、矢継ぎ早に新政府としての「布告」を発します。

 それこそが、あの有名な、

•  対外
4 4

向けに発布された『平和
4 4

に関する布告』（A/B-3）と、

•  国内
4 4

向けに発布された『土地
4 4

に関する布告』（B/C-3）です。

 まず、『平和に関する布告』では、

「無併合・無賠償に基づく即時講和」と

「過去における秘密外交の公表・破棄と、将来における秘密外交の禁止」

…が叫ばれ、全会一致で可決されました。（A/B-2）

 しかし。

「秘密外交」というものは、たしかに褒
ほ

められたものではありませんが、「外

交」は“きれいごと”では済みませんから、外交をする以上、どうしても必要と

なるものです。

 いわば“必要悪”です。（＊ 02）

（＊ 02） 道徳的または法的には、たしかに「悪」であったとしても、その存在がなければ、社会が
成り立たない、または、それなど比較にならない巨悪が蔓延してしまうと仮定されるもの。
よく「必要悪」の例として取り上げられるものには、「戦争」「核爆弾」「死刑制度」などス
ケールの大きなものから、「暴力団」「ウソ」など小さなものまでさまざまあります。

第	2回 全ロシア =ソヴィエト会議は、夜通しで審議を重ねていたため、早

朝（6：00 am ）、いったん休会します。

 この間にレーニンもひとときの休息をとり、その日の夜（9：00 pm ）には会

議は再開されました。（A-2）

 ところで、革命を成功させること自体は、条件とタイミングさえ合えば、じ

つはそれほど難しいことではありません。（＊ 01）

 しかし。

 問題はそのあとです。

 つぎに新政府を樹立しなければなりませんが、これが革命を成功させること

以上に困難を伴います。

 歴史上、旧政府を倒すことに成功しながら、新政府の樹立に失敗して崩壊し

てしまった革命は枚挙にいとまがありません。

 当時のペトログラード市民が「どうせ 3日も保
も

つまい！」と言ったのも、あな

がち故
ゆえ

なきことではなかったのです。

（＊ 01） 機が熟していさえいれば、革命指導者にたいした才がなくても革命は成功します。 
逆に、熟していなければ、どんなにすぐれた革命家が革命を指導しようとも失敗します。 
この点では、マルクスの「唯物弁証法」も“真理の一側面”を表しています。  
しかし、あくまでも“一側面”であって“すべて”ではありません。   
それをベースに理論が構築されてしまったことにマルクスの致命的誤りがありました。


